
○ 小学校国語の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 小学校算数の調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国語については、全国の平均正答数は 14 問中 8.9 問で、本県の平均正答数は、全国と比べて

0.5 ポイント下回っている。 

文部科学省では、例えば次のような課題が見られたとしている。 

・相手に分かりやすく情報を伝えるための記述の工夫を捉えたり、目的や意図に応じて自分の考

えの理由を明確にし、まとめて書いたりすること。 

算数については、全国の平均正答数は 14 問中 9.3 問で、本県の平均正答数は、全国と比べて

0.1 ポイント下回っている。 

文部科学省では、例えば次のような課題が見られたとしている。 

・示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を記述すること。 



○ 中学校国語の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中学校数学の調査結果 

 

 

国語については、全国の平均正答数は 10 問中 7.3 問で、本県の平均正答数は、全国と比べて

0.1 ポイント下回っている。 

文部科学省では、例えば次のような課題が見られたとしている。 

・文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをもつことや、文章の

展開に即して情報を整理し、内容を捉えること。 

数学については、全国の平均正答数は 16 問中 9.6 問で、本県の平均正答数は、全国と比べて

0.1 ポイント下回っている。 

文部科学省では、例えば次のような課題が見られたとしている。 

・結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明すること。 



○ 中学校英語の調査結果 
 

 
英語については、全国の平均正答数は 21 問中 11.8 問で、本県の平均正答数は、全国と比べて

0.1 ポイント下回っている。 

文部科学省では、例えば次のような課題が見られたとしている。 

・理解した内容を踏まえ、目的・場面・状況に応じて、話し手や書き手の伝えたいことは何かを

理解するなど、概要や要点を捉えること。 

・話すことについて、即興でやり取りすること。 


